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【序】我々の研究室ではこれまで、整形した超短パルスレーザー光を用いて原子、分

子内の量子状態を精密に観測し制御する研究を進めてきた[1-3]。現在、次の目標とし

て、原子、分子内の制御された量子状態を蛍光の形で取り出し、さらには他の原子、

分子内に転写することを目指した研究を進めている。原子を冷却し高 Q キャビティ内

に配置するなどの手法を用いて原子⇔光の結合を強めることで、高効率の転写が実現

可能であると考えている。この目的のため、 87Rb 原子の磁気光学トラップ 

(magneto-optical trap: MOT) 装置を作成し、レーザー冷却、捕獲した 87Rb 原子集団を

フェムト秒超短レーザーパルスによってコヒーレントに励起する実験を進めている。 
 
【実験】Ti:S 再生増幅器の出力（800 nm, ～100 fs, ～25 PJ/pulse）を MOT に照射し、

応答を観測した（図 1）。その結果、トラップされた 87Rb原子集団からの蛍光（795 nm; 

52P1/2-52S1/2）を観測することができた。これは、超短パルスレーザー光の光学情報を、

トラップされた冷却原子に入力することが可能であることを示している。現在さらに、

空間光変調器によってフェムト秒パルスに位相変調を施し、これに対する MOT の応

答を調べる実験を進めている。 
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図 1：実験装置 図 2：Rb 準位図 
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